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2……生涯現役による 躍進のまちづくりプロジェクト
3……ひまわり、かがやき催物、リバーナホール催物
4……伊賀地域二次救急実施病院、国津の杜の行事
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●各地域まちの保健室 ( 欄外参照 ）
●地域包括支援センター ( 市役所1階    63‐7833 ）
●医療機関　※まずはかかりつけ医にご相談を

●三重県認知症コールセンター（平日）
　  059‐235‐4165 午前9時30分～午後5時30分
●認知症の人と家族の会（平日）
　  0120‐294‐456　午前10時～午後3時　
●介護支え合い電話相談室（月～木曜日）
　社会福祉法人浴風会　  03‐5941‐1038　
　　午前10時～午後3時

●三重大学医学部付属病院  （月・水曜日のみ）
    059‐231‐6029　午前10時～午後3時30分
●県立こころの医療センター （平日）
    059‐235‐2125　午前8時30分～午後4時                                      

認知症疾患医療センターの電話相談

認知症の相談窓口
地域の相談窓口

電話で相談したいときは

住み慣れたところで、尊厳を持って生きる。
認知症ケア講演会

まちの保健室問い合わせ先　▼名張  63‐5699　▼鴻之台・希央台  63‐0805　▼蔵持  63‐6371　▼梅が丘  61‐3770　 ▼薦原  63‐6400　▼美旗  65‐5800　▼比奈知  68‐1278
　▼すずらん台  68‐5700　▼つつじが丘  68‐7800　▼錦生  63‐2571　▼赤目  63‐1381　▼箕曲  63‐1073　▼百合が丘  64‐8600　▼国津  69‐1718　▼桔梗が丘   65‐1299
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切
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ア
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こ
を
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け
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許
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娘
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本
当
に
つ
ら
い
ん
で
す
。

こ
ん
な
と
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、
笑
顔
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す
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い
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―
。
濡
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迎
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。

　

こ
れ
は
、
認
知
症
に
な
っ
た
お
父
さ
ん
と

娘
さ
ん
の
話
で
す
。
認
知
症
の
人
と
そ
の
家

族
の
皆
さ
ん
は
、
戸
惑
い
と
不
安
、
悩
み
と

混
乱
が
繰
り
返
し
や
っ
て
き
ま
す
。
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症
し
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も
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で
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っ
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。

　

時
間
・
場
所
・
人
物
が
分
か
ら
な
く
な
っ

た
り
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っ
て
い
る
こ
と
を
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ま
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言
葉
に

で
き
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っ
た
り
し
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。

　　

認
知
機
能
が
低
下
し
た
と
き
、
多
く
の
人

は
、
他
の
人
に
迷
惑
を
掛
け
た
く
な
い
と
思

い
、本
人
は
が
ん
ば
ろ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
増

え
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と
、
が
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ろ
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と
い
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意
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が
他
の
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
忘
れ
さ
せ
よ
う
と
し

ま
す
。
ま
た
、
周
り
の
人
が

そ
の
気
持
ち
を
理
解
し
な
い

で
「
ダ
メ
で
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ょ
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」
と
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人
の
行
動
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定
す
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と
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、
本
人
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う
れ
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も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
症
状

を
悪
く
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
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し
か
し
、
家
族
も
ス
ト
レ
ス
が
掛
か
り
、

い
つ
も
笑
顔
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
や
苦
し
み

を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
場
所
が
ほ
し
い
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
で
き
た
の
が
「
家
族
の
会
」

で
す
。「
あ
〜
、
そ
ん
な
こ
と
私
も
あ
っ
た
」

と
一
緒
に
思
い
を
共
感
で
き
る
会
で
す
。
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
一
緒
に
な
っ
て
、
話

し
合
っ
て
、
泣
い
て
、
笑
っ
て
、
共
に
支
え

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
認
知
症
に
対
す

る
正
し
い
理
解
と
、
仲
間
や
地
域
の
支
え
が

必
要
で
す
ね
。

川崎医科大学神経内科特任准教授
岡山県認知症疾患医療センター

副センター長　片
かたやま

山 禎
さ だ お

夫さん

認知症の人と家族の会・交流会開催
日時　7 月 22日火 午後 1時 30分～ 4時
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
◎参加費など詳しくは、問い合わせ先へ
 地域包括支援センター　 63‐7833

認知症は、特別なことじゃない認知症は、特別なことじゃない
　　だからこそ、みんなに知ってほしい　　だからこそ、みんなに知ってほしい
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